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1.悪性腫瘍・臨床統計
 

 

当科における悪性リンパ腫の臨床的検討
〇西村 允宏1、小池 剛史1、久根下 紀香1、栗田 浩2 (1.伊那中央病院、2.信州大学医学部歯科口腔外科学教室)
 
 
ポスターを表示 
 
【緒言】 
悪性リンパ腫はリンパ節に発生するリンパ節内性が多いが，頭頚部領域では Waldeyer輪，鼻腔，副鼻腔などリン
パ節外性の発生頻度も高い．口腔領域の悪性リンパ腫は比較的まれであり，しばしば炎症や他の腫瘍に類似する
臨床像を呈するため，鑑別診断に苦慮することもある． 
今回，われわれは顎口腔領域の主訴に当科を受診した悪性リンパ腫の臨床的検討を行ったので、その概要を報告
する． 
【対象・方法】 
2014年4月から2020年9月まで当科で悪性リンパ腫と診断を得た症例を対象とした．性別，年齢，部位，病理組
織学的診断等について調査，検討を行った． 
【結果】性別は男性6例．女性2例．年齢は21～89歳で平均年齢は67.5歳であった．発生部位は上顎3例，頬粘膜
1例，軟口蓋1例，口底1例，顎下部1例，耳下腺～翼突筋部1例であった．初発症状では，全例に腫脹あるいは腫
瘤形成が認められた．病理組織学的診断ではびまん性大細胞型Ｂ細胞リンパ腫が5例，バーキットリンパ腫が
1例，濾胞性リンパ腫が1例，形質芽球性リンパ腫が1例であった． Ann Arbor分類では StageⅠ Aが8例で
あった．治療は主に他院血液内科で行われ，化学療法が4例に施行された． 
【結語】 
今回，われわれは，顎口腔領域の主訴に当科を受診した悪性リンパ腫の臨床的検討を行ったので，その概要を報
告した．
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